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今
年
の
夢

　

今
年
の
干
支
は「
卯
」。

「
う
さ
ぎ
跳
ね
る
」、
会

員
拡
大
へ
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
。

●
退
職
者
会
の
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
善

●
非
正
規
労
働
の
根
絶

●
人
権
尊
重
、
全
て
の
差
別
撤
廃

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
基
地
撤
去

●
改
憲
発
議
と
軍
拡
路
線
阻
止

　
「
現
・
退
一
致
」
の
取
組
み
で
、

資
本
や
富
裕
層
ば
か
り
太
る
世
を

変
え
る
た
め
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

秩父札所 28 番橋立堂

明けまして
おめでとうございます

２０２３年

みさき まぐろ満喫ツアー・城ヶ島ハイキングコースにて
（2022 年 10 月 18 日）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
退
職
者

会
の
皆
さ
ん
に
は
、
東
京
清
掃
労

働
組
合
の
様
々
な
取
り
組
み
に
対

し
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
、
ひ

と
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
か
ら
間
も
な
く
１
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
死

傷
者
も
多
数
出
て
お
り
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
も
滞
っ
て
い
る
状
況
も
報

道
さ
れ
、
被
害
は
隣
国
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
一
日

も
早
い
停
戦
と
ロ
シ
ア
軍
の
撤
退

を
望
む
も
の
で
す
。

　

昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
第
七
波
に
お
い
て
は
、
多

く
の
職
場
で
感
染
者
や
濃
厚
接
触

者
が
急
増
し
、
人
員
確
保
が
困
難

な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
６

月
中
か
ら
猛
暑
と
な
り
、
熱
中
症

と
感
染
症
対
策
の
両
立
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
長
く
続

き
ま
し
た
。
政
府
の
対
策
も
、
た

だ
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
待
っ
て
い
る

だ
け
で
、
保
健
衛
生
・
医
療
体
制

の
充
実
も
図
ら
れ
ず
、
学
習
能
力

の
無
さ
に
呆
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

元
の
日
常
が
一
日
も
早
く
回
復
す

る
よ
う
、
政
府
に
は
し
っ
か
り
と

し
た
対
策
を
望
む
も
の
で
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で

は
自
治
労
組
織
内
候
補
「
鬼
木
ま

こ
と
」
に
、
退
職
者
会
の
皆
さ
ん

の
熱
い
ご
支
援
を
頂
戴
致
し
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
に

続
き
わ
が
組
合
の
推
薦
候
補
へ
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ

の
１
年
が
健
康
で
実
り
多
い
年
と

な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　

丹 

野　

富
士
雄

　

会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ

ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
皆
さ
ま
が
健

や
か
に
お
過
ご
し
さ
れ
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
、
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
岸
田
政
権
は
安
倍
・
菅
政
権

と
同
様
、
国
会
無
視
・
閣
議
決
定

で
国
の
行
く
末
を
決
め
、
日
本
を

戦
争
の
で
き
る
国
へ
向
わ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
島
原

発
災
害
を
忘
れ
た
か
の
原
発
政
策

大
転
換
を
グ
リ
ー
ン
戦
略
の
名
の

下
に
押
し
通
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
世
論
、
特
に
若
い
世
代

ほ
ど
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
際
し
て
力
に
よ
る
国
防
力

強
化
に
賛
成
し
て
い
ま
す
。
私
は

84
歳
を
迎
え
、
太
平
洋
戦
争
を
体

験
し
て
い
る
最
後
の
世
代
で
す
。

戦
争
に
勝
者
も
敗
者
も
な
い
、
悲

惨
な
死
と
貧
困
が
残
る
だ
け
で
す
。

鹿
児
島
か
ら
の
引
き
上
げ
の
途
中
、

広
島
で
脱
線
し
た
貨
車
と
原
爆
被

災
に
衝
撃
を
受
け
、
数
年
後
見
た

東
京
は
一
面
が
焼
け
野
原
で
し
た
。

　

岸
田
政
権
が
算
出
し
た
防
衛
費

は
中
身
の
積
み
上
げ
な
し
、
額
あ

り
き
で
す
。
先
の
大
戦
で
、
国
民

に
押
し
つ
け
た
戦
時
国
債
は
紙
く

ず
と
化
し
ま
し
た
。
折
し
も
、サ
ッ

カ
ー
で
沸
く
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
イ

ン
フ
レ
特
集
報
道（
朝
日
）で
、ノ
ー

ベ
ル
賞
経
済
学
者
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
は

「
途
上
国
か
ら
先
進
国
に
な
っ
た
日

本
、
途
上
国
に
転
落
し
た
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
は
、
財
政
赤
字
と
金
融
緩

和
で
共
通
、
違
い
は
ド
ル
を
持
っ

て
い
る
か
い
な
い
か
だ
」
と
。
防

衛
も
原
発
も
財
政
も
で
た
ら
め
な

岸
田
自
民
党
政
権
に
は
退
場
を
願

う
し
か
な
い
よ
う
で
す
。

　

退
職
者
・
高
齢
者
の
課
題
を
始

め
と
す
る
社
会
的
運
動
を
「
現
・

退
一
致
」
の
立
場
で
進
め
る
と
と

も
に
、
会
の
行
事
を
積
極
的
に
取

組
み
ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

江 

森　

秀 

稔

日
ご
ろ
の
ご
協
力
に
感
謝

　

統
一
地
方
選
の
必
勝
を

戦
争
は
悲
惨
な
死
と
貧
困
を
残
す

　

だ
け
、
岸
田
は
退
場
を
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お花見ウォーキング
３月２８日（火）

▼場　所　小金井公園
▼実施方法　桜の木の下で車座に（武蔵小金井駅集合）
▼参加費　５００円（予定）

第１５回定期総会
６月１６日（金）

※対面方式で開催し、可能ならば懇親
会も行うつもりです。

春の学習交流会
３月１１日（土）

▼テーマ　自民党改憲草案徹底批判
　　　　　＋現下の政治情勢と課題
▼講　師　加藤晋介さん
　　　　　（元・鉄建公団訴訟主任弁護士）
▼時　間　13 時 15 分開会（予定）
▼参加費　５００円（懇親会を実施する場合）

演芸を楽しむ会
２月１３日（月）

▼寄　席　「国立演芸場」２月中席（普通の公演）
▼時　間　13 時～ 15 時 30 分
　　　　　12 時 30 分現地集合
▼参加費　５００円
▼募　集　１月 31 日まで受付。

新春の集い
１月２８日（土）

▼時　間　11 時 45 分～ 14 時
▼場　所　飯田橋「焼鳥すいけん」（清掃会館のそば）
▼参加費　2,000 円
　　　　＊今年も「長寿祝い」や
　　　　　「開運ジャンケン大会」
　　　　　を行います。
▼募　集　早めに連絡ください。

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2023 年１月
　

政
府
は
コ
ロ
ナ
を
普
通
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
区
分
へ
移
行

さ
せ
た
い
よ
う
で
す
が
、
感
染
数

は
高
止
ま
り
し
死
者
も
増
え
て
お

り
、
会
の
行
事
参
加
に
躊
躇
さ
れ

て
い
る
会
員
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　今年も、皆さまの近況をまとめた『会員
の近況２０２３』を発行します。日常のでき
ごとや健康、趣味、現在関わっている運動、
社会に関すること、今考えていることや興
味をお持ちのことなど、何でも結構です。
　また、詩歌や写真など得意な文芸ものも
お寄せいただきたいと思います。紙面交流
という面でも活用してください。

「近況報告」をよろしく

　締切は２月 10 日、報告集発
行は３月初めです。みなさんの
投稿をお待ちしています。

　
「
コ
ロ
ナ
対
応
方
針
」に
基
づ
き
、

『
新
春
の
集
い
』
は
「
会
食
自
粛
」

が
出
な
け
れ
ば
実
施
、『
演
芸
を
楽

し
む
会
』
は
公
演
中
止
に
な
ら
な

け
れ
ば
実
施
し
ま
す
。『
学
習
交
流

会
』
の
「
懇
親
会
」
は
中
止
も
あ

り
え
ま
す
が
、
参
加
募
集
中
の
行

事
は
す
べ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

１
・
28
﹁
新
春
の
集
い
﹂

コ
ロ
ナ
対
策
は
大
丈
夫
？

２
・
13
﹁
演
芸
鑑
賞
会
﹂

３
・
11
﹁
学
習
交
流
会
﹂

参加者
募集中

春のフィールドワーク
５月下旬か　　
６月上旬の予定

▼場　所　小石川後楽園
▼実施内容　散策とランチ
▼参加費　詳細は検討中
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11
月
25
日
に
東
京
都
庁
職
員
退

職
者
連
合
会
（
都
庁
退
）
の
定
期

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
堝
で
苦
心
し
て
事
務
局

長
会
議
、
会
長
会
議
、
学
習
会
、

バ
ス
旅
行
を
実
施
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
社
会
保
障
の
拡
充
、
平

和
と
人
権
遵
守
、
差
別
撤
廃
、
組

織
拡
大
を
目
指
し
て
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

纐
纈
幹
事
が
総
会
議
長
を
担
い
、

成
功
裡
に
終
っ
た
総
会
運
営
に
寄

与
し
ま
し
た
。
な
お
、
来
年
、
都

庁
退
は
20
周
年
だ
そ
う
で
す
。

都
庁
退
定
期
総
会　
　
　

纐
纈
幹
事
が
議
長
を
担
う主催者挨拶する小林民治会長（都市整備）

総会議長は纐纈さんと小竹さん（福祉）

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
と

団
塊
世
代
全
員
が
後
期
高
齢
者
に

な
る
25
年
を
控
え
、今
年
は
、年
金
・

医
療
保
険
・
介
護
保
険
制
度
改
定

の
動
き
が
進
む
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
　

被
用
者
年
金
の
適
用
拡
大
と

　
　

基
礎
年
金
の
拠
出
期
間
延
長

●
年
金
制
度
は
、
５
年
ご
と
に
財

政
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
改
正
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
次
期
財
政
検
証
時
期
は

24
年
で
す
が
、
課
題
を
整
理
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
前
回
の
財
政
検
証
（
19
年
）
に

基
づ
く
改
正
で
、
短
時
間
労
働
者

の
被
用
者
保
険
適
用
は
事
業
規
模

50
人
超
と
な
り
、
さ
ら
な
る
拡
大

の
方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
次
期
制
度
改
正
で
は
、
事
業
規

模
撤
廃
が
課
題
で
す
。
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
な
ど
請
負
型
労
働
へ
の
適
用

も
早
期
に
実
現
す
べ
き
で
す
。
資

本
側
は
被
用
者
年
金
適
用
拡
大
は

中
小
企
業
の
経
営
を
圧
迫
す
る
と

難
色
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
社
会

的
責
任
を
果
せ
な
い
企
業
に
は
退

場
し
て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

●
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
基
礎
年

金
加
入
期
間
延
長
で
す
。
60
歳
過

の
保
険
料
納
付
期
間
は
基
礎
年
金

算
定
年
数
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
年

金
受
給
年
齢
は
65
歳
で
す
か
ら
、

基
礎
年
金
の
納
付
期
間
は
少
な
く

と
も
65
歳
ま
で
延
長
す
べ
き
で
す
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

　
　

保
険
料
引
き
上
げ
等
が
検
討

▼
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
を
名
目

に
、
現
在
、
社
会
保
障
審
議
会
医

療
保
険
部
会
で
、
①
出
産
育
児
一

時
金
引
上
げ
、
②
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
保
険
料
引
上
げ
な
ど
が

論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
出
産
育
児
一
時
金
は
、
現
行
の

42
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
上
げ
る

（
今
年
４
月
実
施
）と
し
て
い
ま
す
。

問
題
は
原
資
で
す
。
後
期
高
齢
者

に
も
一
部
負
担
し
て
も
ら
う
と
さ

れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
24
年
度

か
ら
保
険
料
に
上
乗
せ
し
、
２
年

間
の
経
過
措
置
後
、
26
年
度
か
ら

平
準
化
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
等
を
理

由
に
、
能
力
に
応
じ
た
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
引
上
げ
案
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
保

険
料
上
限
額
を
現
行
の
66
万
円
か

ら
80
万
円
に
引
上
げ
（
経
過
措
置

で
24
年
度
は
73
万
円
、
25
年
度

の
み
の
場
合
）
以
上
に
科
せ
ら
れ

る
保
険
料
の
「
所
得
割
」
部
分
の

累
進
性
を
厚
く
し
、「
均
等
割
」
部

分
の
比
率
を
総
体
的
に
下
げ
る
こ

と
で
、
応
能
対
応
を
強
め
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
収

153
万
円
以
上
所
得
者
の
保
険
料
が

引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

給
付
の
応
能
負
担
比
率
増
は

　
　

来
年
実
施
の
方
向
で
検
討

◆
介
護
給
付
の
増
加
を
理
由
と
し

て
、
①
要
介
護
１
・
２
事
業
の
市
町

村
移
管
、
②
給
付
の
応
能
負
担
強

化
（「
現
役
並
み
＝
３
割
負
担
」「
一

定
以
上
所
得
＝
２
割
負
担
）」
対
象

者
を
概
ね
30
％
程
度
へ
）、
③
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
多
床
室
の
室

料
負
担
等
が
、
社
会
保
障
審
議
会

介
護
部
会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
医
療
サ
ー
ビ

ス
と
異
な
り
、
長
期
に
わ
た
り
影

響
す
る
と
い
う
特
性
を
踏
ま
え
た

慎
重
論
に
考
慮
し
、
要
介
護
１
・
２

事
業
の
市
区
町
村
移
管
は
先
延
ば

し
さ
れ
ま
し
た
が
、
給
付
の
応
能

年
金
・
医
療
保
険
・
介
護
保
険
制
度
の
当
面
の
課
題

年金

か
ら
本
則
）、
年
収

153
万
円
（
年
金
収
入

負
担
問
題
は
、
24
年
度
開

始
が
目
論
ま
れ
て
お
り
、

今
年
の
夏
頃
が
重
大
局
面

に
な
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

医療

介護
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清
掃
工
場
見
学
後
、

杉
並
清
掃
工
場
支
部
の

金
子
書
記
長
に
よ
る

「
東
京
ご
み
戦
争
」
に

つ
い
て
の
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
ご
み
事
情
か
ら
始
ま

る
「
東
京
の
ご
み
」
の

歴
史
と
杉
並
清
掃
工
場

の
誕
生
物
語
で
も
あ
る

「
東
京
ご
み
戦
争
」
の

由
来
な
ど
詳
細
に
亘
る

丁
寧
な
お
話
を
拝
聴
す

退
職
者
会
で
の　

企
画
も
一
考
か
と

　

12
月
18
日
、
清
掃
・
人
権
交
流

会
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
３
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、「
杉
並
清
掃
工

場
見
学
と
東
京
ご
み
戦
争
の
歴
史

学
習
・
み
ら
い
館
見
学
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
退
職
者
会
か
ら
は
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
曜
日
で
し
た
が
、
杉
並
工
場

支
部
の
協
力
で
施
設
見
学
を
行
う

事
が
出
来
ま
し
た
。
清
掃
工
場
出

身
の
私
は
、
久
し
ぶ
り
に
施
設
を

廻
る
事
で
、
現
役
当
時
の
感
覚
を

思
い
出
し
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

若
い
参
加
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
採
用
時
の
清
掃
工
場
見
学

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

が
初
め
て
の
清
掃
工
場
見
学
だ
っ

た
と
の
こ
と
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し

が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

２
代
目
の
杉
並
清
掃
工
場
は
、

見
学
者
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫
が
い

く
つ
も
施
さ
れ
て
お
り
、
工
場
の

仕
組
み
や
能
力
、
公
害
除
去
設
備

の
充
実
等
が
良
く
説
明
さ
れ
て
い

て
、
さ
す
が
東
京
の
ど
真
ん
中
に

さ
す
が
！
最
新
鋭
清
掃
工
場

杉
並
清
掃
工
場
見
学
と
東
京
ご
み
戦
争
の
歴
史
学
習
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あ
る
施
設
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

炉
室
（
実
際
に
職
員
が
点
検
な

ど
で
作
業
す
る
現
場
）
の
綺
麗
さ

に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
炉
室
内

は
防
塵
マ
ス
ク
必
須
が
常
識
で
す

が
、
マ
ス
ク
不
要
か
と
思
う
く
ら

い
の
清
潔
感
で
し
た
。
た
だ
残
念

だ
っ
た
の
は
、
中
央
制
御
室
で
働

い
て
い
た
の
が
委
託
労
働
者
だ
っ

た
こ
と
、「
労
働
条
件
は
大
丈
夫
か

な
？
」
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
講
義
後
、

退
職
者
会
会
員
で
元
杉
並
工
場
支

部
長
の
岩
田
さ
ん
が
「
東
京
ご
み

戦
争
」
を
振
り
返
っ
て
、
地
元
反

対
同
盟
『
正
用
会
』
の
内
実
な
ど

を
披
露
し
、
当
時
の
緊
迫
し
た
情

勢
や
動
向
な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
長
い
お
話
し
で
し

た
が
、
当
事
者
に
近
い
立
場
か
ら

の
見
識
は
さ
す
が
で
し
た
。
最
後

に
、併
設
さ
れ
て
い
る『
み
ら
い
館
』

を
見
学
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
で
清
掃
工
場
見
学
会

を
や
っ
て
み
る
の
も
い
い
か
な
と

思
い
ま
し
た
。（
箱
田
修
一
記
）

３
年
ぶ
り
に
「
清
掃
・
人
権
交
流
会
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

若い参加者が目立ったフィールドワークでした

東京ごみ戦争歴史みらい館 杉並清掃工場炉室見学

　

年
明
け
の
１
月
８
日
、
新

宿
駅
東
南
口
で
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
青
年
Ｐ
Ｔ
の

新
春
宣
伝
行
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
司
会
を
東
京
清
掃
品

川
区
選
出
中
執
の
高
木
さ
ん

戦争で私たちの未来を奪うな！が
担
当
、
最
初
の
発
言
者
は
前
青

年
部
長
の
高
野
さ
ん
、
東
京
清
掃

の
若
手
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
発
言
は
、
葛
飾

区
議
の
み
ず
ま
雪
絵
さ
ん
、
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
菱
山
南

帆
子
さ
ん
や
全
国
一
般
南
部
の
仲

間
な
ど
、「
閣
議
で
勝
手
に
決
め
る

な
」「
軍
事
費
よ
り
介
護
現
場
に
金

を
出
せ
」「
新
し
い
戦
前
へ
の
道
を

止
め
よ
う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

　
「
戦
争
準
備
で
私
た
ち
の
未
来
を

奪
う
な
！
」
と
い
う
若
い
人
た
ち

の
声
に
、
退
職
者
会
も
呼
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司会は高木さん

最初の発言者高野さん
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12
月
17
日
14
時
、
岸
田
内
閣
の

閣
議
決
定
の
翌
日
東
池
袋
中
央
公

園
で
集
会
を
行
い
、
池
袋
東
口
を

参
加
者
２
０
０
名
で
デ
モ
出
来
ま

し
た
。
労
組
で
は
北
区
ユ
ニ
オ
ン
、

東
京
清
掃
（
杉
並
、
練
馬
、
板
橋
）

は
６
人
が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

豊
島
の
共
産
党
区
議
が
２
名
参

加
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
集
会
だ

け
で
共
産
党
地
区
委
員
会
岸
委
員

長
と
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。
共

産
党
系
の
団
体
に
も
呼
び
か
け
ま

し
た
が
参
加
が
無
く
残
念
で
し
た
。

　

私
は
、
事
前
の
集
会
の
企
画
と

豊
島
区
か
ら
公
園
を
借
り
る
手
続

き
、
日
比
谷
集
会
や
19
日
行
動
の

議
員
会
館
前
集
会
な
ど
で
の
ビ
ラ

ま
き
に
よ
る
参
加
呼
び
か
け
、
清

掃
労
組
へ
職
場
回
り
を
し
て
参
加

要
請
を
行
い
、
集
会
当
日
は
、
ト

ラ
メ
ガ
準
備
や
会
場
設
営
な
ど
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。

和
な
日
本
、
東
ア
ジ
ア
を
つ
く
り

出
そ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
も
、『
ノ
ー
モ
ア
沖
縄

戦
命
ど
ぅ
宝
の
会
』
は
「
沖
縄
が

再
び
戦
場
に
な
る
こ
と
を
許
さ
な

い
」、『
池
袋
ア
ク
シ
ョ
ン
』
は
「
反

対
の
声
を
広
げ
、
東
ア
ジ
ア
の
平

和
の
た
め
力
を
合
わ
せ
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。
退
職
者
会
は
、
今

年
も
毎
月
19
日
の
国
会
前
行
動
に

結
集
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

22
年
最
後
の
19
日
行
動
は
、
12

月
16
日
に
『
安
保
関
連
三
文
書
』

改
定
閣
議
決
定
を
強
行
し
た
岸
田

政
権
に
対
す
る
抗
議
と
、
立
憲
野

党
と
市
民
の
連
帯
に
よ
る
反
転
攻

勢
を
目
指
す
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
や
軍
事

費
大
幅
増
は
、
実
質
改
憲
と
も
言

え
る
国
の
基
本
姿
勢
を
変
え
る
重

大
事
項
で
す
。
そ
れ
を
国
会
に
も

諮
ら
ず
閣
議
の
み
で
決
め
る
や
り

北
部
か
ら
声
を
上
げ
た　
と
め
よ
う
軍
拡
！　

も
つ
な
敵
基
地
攻
撃
能
力
！
池
袋
ア
ク
シ
ョ
ン

　

マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
や
台
湾
な
ど
で
の
危
機
を
煽

ら
れ
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
持
、

軍
事
費
倍
増
や
む
な
し
の
声
が

出
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

立
憲
の
敵
基
地
攻
撃
能
力
容
認

な
ど
も
噂
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦

争
で
焦
土
と
化
し
た
こ
の
国
の

歴
史
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
な
流

れ
を
変
え
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
名
の
仲
間
が
北
部
で

集
ま
っ
た
こ
と
を
大
事
に
し
、

こ
の
国
の
あ
り
方
を
閣
議
決
定

だ
け
で
変
え
る
実
質
改
憲
に
あ

き
ら
め
ず
、
軍
拡
競
争
に
未
来

は
な
い
と
闘
い
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。（
吉
田
雅
明
記
）

方
は
、
独
裁
国
家
の
手
法
と
同

じ
で
す
。「
閣
議
で
何
で
も
決
め

る
な
！
」「
安
保
三
文
書
撤
回
、

軍
拡
や
め
ろ
！
」
の
声
が
国
会

前
に
大
き
く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
「
軍
拡
で
は
な
く
、

子
ど
も
や
若
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
の
教
育
無
償
化
な

ど
、
生
活
支
援
に
税
金
を
使
う

べ
き
だ
。
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
を

全
国
各
地
に
配
備
し
軍
事
要
塞

化
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
戦

争
で
は
な
く
安
全
・
安
心
、
平

毎
月
19
日
に
声
を
上
げ
続
け
る

「
安
保
関
連
３
文
書
」
撤
回
！
軍
拡
や
め
ろ
！

閣
議
で
何
で
も
決
め
る
な
！

軍
事
費
で
は
な
く
生
活
支
援

毎
月
国
会
前
で
声
を
上
げ
よ
う
！


